
作成日 平成　 年　 月 日
更新日 平成　 年　 月 日

１　施策の目的と指標
① 対象（誰、何を対象としているのか）＊人や自然資源等 ③ 対象指標（対象の大きさを表す指標）＊数字は記入しない

単位
A
B
C

② 意図（対象がどのような状態になれば良いのか） ④ 成果指標（意図の達成度を表す指標）＊数字は記入しない

単位

成果指標の測定企画（実際にどのように実績値を把握するか）

２　指標等の推移

施策統括部

施策主管課

関係課

事業部
建設課

道路利用に関して満足している人の割合（市外への移
動）

名称

Ａ：渋滞箇所数については、成り行き値は平成27年度までは、現状（国県道交差点：１０箇所）の水準で推移すると考える。しか
し、宅地開発等による開発道路の新設や道路整備を進める中で新たな渋滞箇所が発生することも考えられる。
目標値は、スムーズな通行を図るため交通渋滞の原因となっている交差点に重点を置き、右折レーンの設置および変則交差
点の解消を図ることとして平成24年度で１箇所減（９箇所）となる方向で計画し、以降平成２７年度まではそのまま推移するとし
て設定した。
Ｂ：市内の移動に関して満足している人の割合については、成り行き値では、平成２１年度の実績値が59.5％であったため、こ
の59.5％を平成27年度までの成り行き値として設定した。
目標値は、国道、県道が渋滞箇所の主なものであり、国、県への働きかけを強化し、狭い道路幅員の解消、右折レーンの設置
を進めることで、平成19年度からの伸びが0.5％であることから推測して平成23年度を60.5％に設定し、毎年度0.5％上昇すると
見込んで、平成27年度62.5％と設定した。
Ｃ：市外への移動に関して満足している人の割合については、成り行き値では、平成21年度の実績値が62.3％であったため、
平成23年度以降の値を62.3％と設定した。目標値は、北バイパスが387号線と接続され、大池植木線、御代志駅前交差点改
良が完成すれば、その利用度は拡大すると思われる。従って毎年度0.5%満足度は上昇するものと考え、平成27年度で65.3％
と設定した。

①近隣市町と連携を図り、主要市道の整備計画を見直し、渋滞解消を含めた計画的な道路網の整備を図る。
②国県道の整備を国、県に働きかけていく。
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まちづくり戦略室・農政課・都市計画課・商工振興
課

水野　孝春

名称
道路延長（国県市道・農道）
人口

施策マネジメントシート１（25年度目標達成度評価）
26
26

実績値
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見込み値

10
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成り行き値
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渋滞をなくし、通行がスムーズに行なえるようにする

1

人
見込み値

単位

A ｍ
見込み値

Ａ：渋滞箇所数は建設課にて把握可能。
Ｂ,Ｃ：道路利用に関して満足している人の割合は市民意識調査にて把握（満足は①と②の割
合で見る）。
設問：「あなたは合志市内の道路を円滑に移動出来ていると思いますか？
B：（市内での移動に関して）
選択肢：①できていると思う　②だいたいできていると思う　③あまりできていないと思う　④
全くできていないと思う　⑤わからない
C：（市外への移動に関して）
選択肢：①できていると思う　②だいたいできていると思う　③あまりできていないと思う　④
全くできていないと思う　⑤わからない
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３　施策の特性・状況変化・住民意見等
【１】　この施策の役割分担をどう考えるか（協働による住民と行政の役割分担）
ア）住民（事業所、地域、団体）の役割（住民が自助でやるべきこと、地域やコミュニティが共助でやるべきこと、行政と協働でやるべきこと）

イ）行政の役割（市がやるべきこと、県がやるべきこと、国がやるべきこと）

【２】　施策を取り巻く状況（対象者や根拠法令等）は今後どのように変化するか？（平成27年度を見越して）

【１】　施策の目標達成度（25年度目標と実績との比較）

Ａ → ○

：

Ｂ → ○
：

Ｃ → ○
：

※○；目標達成　△；目標をほぼ達成（－5％程度）　×；目標を未達成

・土地所有者は道路事業を理解し、協力する。
・地域住民は道路管理に協力する。
・市民は道路の渋滞を解消するため、公共交通を出来る限り利用する。
・事業所はフレックス制度等の導入に努める。

【道路利用に関して満足している人の割合(市外への移動)】

【道路利用に関して満足している人の割合(市内の移動)　】

Ａ：県道大津西合志線のJT前交差点がH23に改良さ
れ、H25は上原交差点が改良された。御代志駅前の
交差点はH25完了予定であったが繰越ししH26に完了
予定である。この工事が完了することにより通過車両
の分散、及びスムーズな流れが図られ、朝夕の渋滞緩
和になると考えている。
Ｂ：市内道路網では、幹線道路である永熊本線改良工
事や上群中林線舗装工事などと共に、生活道路であ
る拾八町笹原線改良工事や各団地内の舗装打ち換
え工事等を行ったことが、市民意識調査にいい結果を
もたらしたと考えられる。
Ｃ：市外への移動路線は、国県道が主であるが、国県
道やアクセス道路の改良事業が進行していることが、
いい結果をもたらしたと考えられる。

施策マネジメントシート２（25年度目標達成度評価）

・工業団地等の事業所からは、通勤・退勤時の渋滞解消のための要望が強い。
・住民からは生活道路の道路幅員が狭いという不満の声が寄せられている。
・舗装、側溝（蓋）の傷みやマンホール・仕切弁等の段差による騒音・振動等の苦情が寄せられている。
・平成２３年１２月定例市議会において「市道の舗装老朽化に伴う舗装改築事業の拡充を求める決議」がなされた。
・議会からは渋滞箇所の解消対策の要望がある。
・市域全体の道路ネットワークの整備が求められている。
・市民ワークショップでは「交通が渋滞する」「高速、鉄道、道路とのアクセスが悪い」との意見があった。
【平成25年度の施策評価（24年度振り返り）における議会意見】
１．市道の損壊や老朽化による事故が多発している。道路および側溝の危険箇所の調査方法を再検討し、地域からの情報収集
に日々努めること。
【平成25年度の施策評価（24年度振り返り）における総合政策審議会意見】
１．早期の渋滞解消を実現すること。

道路ネットワークの充実

※左記の背景として考えられること（根拠となる実績値、判断理由など）

・市は渋滞解消のための方策を立案する。
・道路事業に際して、土地所有者、住民への説明を行なう。
・用地買収と工事を実施し、維持管理を行なう。
・国県と連携し幹線道路のネットワークを形成する。

【２】　施策の振り返り（施策の方針、経営方針の達成度等）

４　施策の評価

（１）平成25年度経営方針である①「土地利用計画に基づいた市道の幹線道路網の整備計画を策定する」については、現在取り
組んでいる幹線道路の改良事業の早期完成に取り組むとともに、市域全体の道路ネットワーク構築については平成24年3月策
定の合志市重点区域土地利用計画を踏まえ、道路整備は優先順位の高いところから順次取り組んでいる。
②「市内の主な渋滞箇所は、国道、県道であり渋滞解消に向けて引き続き国・県へ働きかける」については、ＪＴ前交差点改良、
上原交差点（県道大津西合志線×県道辛川鹿本線）改良は完了、御代志駅前交差点も平成26年度中に全面供用開始となる
予定。県道大津植木線バイパスは、国道387号の東側について用地交渉に入っており、県に協力し早期完成を目指す。また、
中九州・地域高規格道路や国道３号北バイパスなどの事業については、整備促進期成会に加盟し事業実施に向けた要望活動
を続けている。
③「通学路となっている市道の安全施設整備に努める」については、交通安全対策の観点から、拾八町笹原線、若原線、永熊
本線の歩道設置事業を実施し、永熊本線・須屋陣の平線・新開窪線においてはカラー舗装を実施した。また、地区からの要望
については、緊急性、有益性を考慮して計画的に整備を進めている。国庫補助事業のうち、御代志駅前交差点改良事業と連携
して取り組んでいる市道御代志野々島線改良事業は平成26年度に繰越し完了見込み、大池植木線道路改良事業は計画どお
りに進んでいる。
④「老朽化した生活道路の改修に努める」については、地元要望や現地調査に基づき約7.0ｋｍの舗装打換工事を行った。
（２） 事務事業貢献度評価の結果では、平成25年度施策の成果を向上させるために最も貢献した事務事業として市道改良事
業、やさしいまちづくり整備事業、社会資本整備総合交付金事業、市道舗装事業があげられた。

・道路用地の確保並びに家屋等の補償が必要となる事業をかかえており計画どおりに進まない部分がある。
・宅地開発による家屋建築がすすんでいることから、人口の増加とともに渋滞箇所が増えることが懸念される。
・道路改良が済み渋滞が緩和されると、また通過車両が増え渋滞することが懸念される。
・東日本大震災復興の影響で、国庫補助金事業の補助金交付額に影響が出る可能性がある。
・スマートＩＣ完成までに、アクセス道路を完成させる必要がある。
・平成２３年度策定した合志市重点区域土地利用計画に基づいた道路整備が必要である。
・セミコンテクノパーク周辺の渋滞解消と新たな企業誘致のため、市東部に道路網の骨格となる幹線道路が必要である。
・中九州横断道路の早期整備を図るため、関係機関への要望を強めていく。
・平成２５年度に策定した「合志市橋梁長寿命化修繕計画」に基づき橋梁の長寿命化を図るとともに、道路網についても平成２６
年度中に「合志市道路舗装維持管理計画」を策定し安全性・信頼性を確保していく。
・平成24年度に道路台帳をデジタル化し、平成25年度は市道全路線の廃止と認定による市道全体の見直しを行った。

目標値61.5％に対し実績値70.3％であり、達成度は114％であった。

目標値64.3％に対し実績値72.8％であり、達成度は113％であった。

目標値9箇所に対し実績値8箇所であり、達成度は123％であった。

【渋滞箇所数　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　】

－ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄｼｰﾄ2(評価の部) －



②　総合政策審議会での指摘事項(平成26年8月6日、8月12日、27日まとめ）

道路ネットワークの充実施策マネジメントシート２（25年度目標達成度評価）

【３】　施策の課題（基本計画期間を見据えて、どのような課題を解決していかなければならないか）

５　施策の25年度結果に対する審査結果

・渋滞の実情を解消できる道路の新設を検討すること。
・公共交通が活用できる環境を整備し、渋滞の解消を図ること。

・市域内の主要幹線道路の渋滞解消を含めた計画的な道路網の構築を図っていく必要がある。
・用地買収と家屋補償に伴う、職員の専門知識の習得。
・用地買収に伴う土地所有者、住民の理解と協力。
・狭い道路幅員の解消、右折レーンの設置。
・土地利用計画検討委員会（仮称）で、総合的な土地利用の検討の中で道路ネットワークの計画を進める。

①政策推進本部での指摘事項（施策目標達成度評価結果報告を受けて・・・平成26年7月7日）

・国、県及び近隣市町との広域連携道路について、更に協議を進めていくことが必要。
・重点区域土地利用計画に基づく道路網の整備計画見直しを進めていくことが必要。
・通学路となっている市道の安全施設整備に努めていくことが必要。
・老朽化した生活道路の改修に努めていくことが必要。

・国・県道などの主要幹線道路の整備に向け、関係機関・市町と連携を図ること。
・自転車利用者の安全整備に努めること。

６　次年度に向けた取り組み方針
●　政策推進本部　平成26年度合志市経営方針(平成26年10月7日）

１．重点区域土地利用計画に基づく道路網の整備に努める。
２．国・県及び近隣市町との広域連携道路計画や渋滞解消に向けた協議を継続して進める。
３．通学路となっている市道の安全施設の整備に努める。
４．合志市橋梁長寿命化修繕計画（平成２５年度策定）に基づき橋梁の長寿命化を図るとともに、合志市道路舗
　装維持管理計画（平成２６年度策定予定）に基づき、老朽化した生活道路の改修に努める。

③　議会の行政評価における指摘事項(平成26年9月10日）

－ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄｼｰﾄ2(評価・審査の部)－
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８　基本事業の25年度の振り返り（目標達成度評価）と27年度に向けての課題

意図
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 国庫補助事業で現在取り組んでいる市道大池植木線道路改良事業については、ほぼ計画どおりに進んでいる。御代志駅前交差点改良事業で取り組んでいる市道
御代志野々島線に関しては、県が実施するに区間（国道３８７号線）において工事が予定どおり進まなかったため、交差点の車道部は平成26年3月中に供用開始でき
たが、工事自体は繰越となり、取付道路等の供用開始が平成26年度ずれ込むこととなった。
 また、拾八町笹原線、若原線、永熊本線の歩道設置事業を実施すると共に、老朽化した舗装の改修事業を実施した。
 なお、各地区からの要望については、緊急性、有益性を考慮して計画的に整備を進めていく。

基本事業名 道路環境の整備

対象 幹線道路、生活道路

成果指標名

渋滞がなくなり、スムーズに通行できる

建設課基本事業担当課

26年度 27年度

７　基本計画期間における基本事業の目標設定（水準設定の理由と前提条件）
A：人口増加により、主要幹線道路の交通量が増え、交通渋滞や歩行者の通行に支障のある道路が発生する恐れがある。今後、通勤や営業車両等の増大を見込み
土地利用等を加味した効率的な道路計画を立案し実行していかなければならない。また、市道舗装の老朽化している路線も多く、住民からの舗装に対する苦情があ
り、老朽化の激しい生活道路の舗装改修を行なう。道路改良については、用地等の確保が難しい状況により、事業の遅滞も発生しており、成り行き値は、平成27年度
では、計画の80%の進捗となるとして設定した。

的 成 度 定

成果指標名 単位 数値区分

27年度

(159) 76 (159) 76

　ＪＴ前交差点改良、上原交差点（県道大津西合志線×県道辛川鹿本線）改良は完了、御代志駅前交差点も平成26年度中には供用開始となる予定。
　その他の国道、県道の渋滞解消に向けて、引き続き国・県へ働きかけていく。

24年度 25年度

A 苦情件数 件
（成り行き値）目標値

A:苦情件数については、 実績値をみると平成２１年度が７６件で平成１９年度以降件数は半減している。しかしながら、人口は増加傾向にあり、それに伴い車の交通
量も増加していることから道路の補修及び幅員確保等の整備が更に求められるものと考えられる。苦情は、天候に左右される場合が多いので、成り行き値について
は、過去４年の実績の平均値である１５９件と設定した。目標値については、過去4年間で最も少なかった平成21年度実績値７６件を平成２７年度まで設定した。
Ｂ:対処率については、 実績値をみると平成２１年度で苦情件数７６件に対して未解決件数が１３件あり対処率８２．９％となっている。成り行き値については、過去４年
の実績の平均値である８１．６％と設定した。目標値については、過去4年間で最も対処率の高かった平成20年度実績値の85.7%を平成２７年度まで設定した。

８　基本事業の25年度の振り返り（目標達成度評価）と27年度に向けての課題

Ａ：渋滞箇所数については、成り行き値は平成27年度までは、現状（国県道交差点：１０箇所）の水準で推移すると考える。しかし、宅地開発等による開発道路の新設
や道路整備を進める中で新たな渋滞箇所が発生することも考えられる。目標値は、スムーズな通行を図るため交通渋滞の原因となっている交差点に重点を置き、右
折レーンの設置と変則交差点の解消を図ることにより、平成24年度で１箇所減（９箇所）となる方向で計画し、以降平成２７年度まではそのまま推移するとして設定し
た。

意図 適切に管理されて安全に通行できる

基本事業担当課

成果指標名 単位 数値区分 23年度

施策マネジメントシート3(25年度目標達成度評価）

基本事業担当課 建設課基本事業名 計画的な道路の整備

A

　苦情の主なものは、①舗装の傷みやマンホール・仕切弁等の段差による騒音・振動等、②側溝や蓋の老朽化、浚渫の要望、側溝の新設、③道路上に張り出した枝
木の伐採等で、現場作業員や道路維持管理の予算の範囲でできるものについては即対応している。大きな経費が必要なものは補正予算や次年度予算で対応するよ
うにし、市民が納得できるよう説明している。苦情件数363件に対して対処は全てしており、対処率は100％となった。
　市道の舗装のほとんどが老朽化しており、維持管理の予算では限りがあるので、計画的な舗装打ち換えが必要である。

基本事業名 適正な維持管理の推進

対象

A

C

幹線道路、生活道路

８　基本事業の25年度の振り返り（目標達成度評価）と27年度に向けての課題

７　基本計画期間における基本事業の目標設定（水準設定の理由と前提条件）

B

渋滞箇所数⇒（主要幹線
渋滞交差点）

対象 幹線道路、生活道路

13

土地利用に合った道路網が整備される

23年度

C

B

23年度 24年度 25年度

箇所
（成り行き値）目標値 (10) 10 (10) 9 (10) 9 (10) 9 (10) 9

実績値 9 9 8
（成り行き値）目標値

実績値
（成り行き値）目標値

実績値

(159) 76 (159) 76 (159) 76
実績値 137 234 36376

B 対処率 ％
（成り行き値）目標値 (81.6)  85.7 (81.6)  85.7

82.9
(81.6)  85.7 (81.6)  85.7 (81.6)  85.7

実績値 100.0 87.2 100.0

C
（成り行き値）目標値

実績値

２１年度
現状値

36.6

２１年度
現状値

10

２１年度
現状値

７　基本計画期間における基本事業の目標設定（水準設定の理由と前提条件）

15 建設課

26年度
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